これが漱石だ

漱石研究をライフワークとした日本文学研究の泰斗・佐藤泰正氏が市民に向けて行った漱石の講義録。
　講義の名手と評価の高い佐藤氏の講義は分かりやすく、また感動的である。漱石の面白さ、意外性、新しさ、先見性、そしてそのその深さを余すところなく語っている。そしてすべての作品の問題点をわかりやすく解説してくれる。
漱石ファンはもとより、漱石をまだよんだことのない人、昔読んだ記憶のある人にお勧めの1冊です。

漱石はいまも新しい
　漱石の（新しさ）について
　漱石の文体は（語り）
　漱石文学の出発点
　生い立ちを見る
　漱石と母
　松山～熊本～ロンドン
　留学そして文学観の探求

吾輩は猫である
　「猫」の最後、あるいはテクスト論
　「吾輩は」ということ
　漱石の写生文
　苛烈な批評精神

漾虚集
　もうひとつの処女作
　「倫敦等」
「薤露行」
　「趣味の遺伝」

坊つちゃん
　（坊つちゃん）は誰だ
　自己批評としての「坊つちゃん」
　漱石がほんとうに言いたかったことは
　松山は仮の舞台
　「坊つちゃん」に聞く（うた）

草枕
　漱石、新しさの感覚と認識
　東と西を同時に抱え込んで
　小説技法の新しさとグレン・グールド
　ホモフォニーとポリフォニー
　画工は矛盾をそのままに
　那美さんという女性
　那美さんはナスターシャに似ている
　（非人情）の世界
　（新しさ）って何だ？

二百十日・野分
　「二百十日」会話の妙技
　「野分」ペン一本で
　（うた）としての作品
　小説という形式に
　（帰ってきた男）たち
　芭蕉と（野分）
　「野分」と「文学論」

虞美人草
　新聞小説の第一作
　真・善・美・壮
　通俗性と「虞美人草」
　新しい女性・藤尾
　小野さんの裏側にいる漱石
　漱石の描く女性

坑夫・夢十夜
　「抗夫」自由な語りで書いてみる
　評価は戦後になって
　花袋の「蒲団」
　「抗夫」で漱石は何をやってみせたか
　小説ってなんだ
　実験としての新聞小説
　「夢十夜」夢でない夢の話
　「夢十夜」は漱石文学の登山口
　根源的な問いを形にてみる

三四郎
　文明批判か、ラブストリーか
　面白い「予告文」
　誘惑者・美禰子
　廣田先生の中の漱石
　「三四郎」の次の物語へ

それから
　一変する文体
　（それから）そしての「それから」
　代助とは誰か？
　「それから」のクライマックス
　他者の痛みが見えない
　代助の悲劇は喜劇
　戦後世代へのメッセージ～武者小路の批判に
　愛は三千代にある
　漱石理想の女性
　大胆な結末
　「門」への暗示

門
　弟子がつけたタイトル「門」
　淡々と描かれた生活の中に
　それから何がバトンタッチされたか
　谷崎潤一郎の「門」批判
　漱石先生に代わって谷崎への反論を
　夫婦の抱合～神山睦美氏の論にそって
　宗助の人物像

思ひ出す事など
　後期漱石のはじまりとして
　作品としての「思い出す事など」
　新たな出発の宣言
　好きだった大塚楠緒子
　三十分の死
　ドストエフスキーと漱石
　（存在の寒さ）を問いつめる
　帰来命根を覓む

彼岸過迄
　後期文学の出発点
　序文について
　敬太郎の話
　遠心と求心が交錯する
　漱石の失敗
　「雨の降る日」の意味するもの
　須永の命根を覓めて

行人
　須永から一郎へ
　連載の中絶そして「塵労」の加筆
　忍耐の像としての女性
　二つの中心点
　一郎の苦悩とは何か
　男性原理への挑戦
　祈りに傾く
　漱石と池辺三山

こゝろ
　思いかけざる心は心の底より出て来る
　明治への訣別
　淋しい（明治の精神）
　ふたりの漱石ドラマ
　漢学と英語のはざまで
　Ｋは先生の親友か？
　先生の遺書と私
　主人公は誰か？
　自分の罪そして人間の罪
　告白ということ
　作品の声に聞く
　テクスト論の向こうへ
　明治という時代と刺し違える
　名前のないわけ
　「こゝろ」を終えた後に

道草
　遠いところから帰ってきた健三
　健三の（自然）
　健三の（天）
　健三の（神）
　絶対的な他者から問われるということ
　（にもかかわらず）
　「道草」再論
　漱石における身体
　方法としての自伝性
　心機一転と絶対の境地
　他者としての係累
　漱石のうめきが聞こえる
　「道草」から「明暗」へ

明暗
　未完ということ
　まだ奥があるということ
　根本的な手術の必要
　唐木順三の読みへの違和
　登場人物たちをめぐって
　小林という男～ドストエフスキーの影響
　二つの中心～津田とお延
　もうひとつの「明暗」～七十五首の漢詩
　（道）に入るということ
　寒山拾得の鴎外と漱石
　漢詩を読む
　吉川夫人
　お延
　主人公たちに切り込んでいく
　倫理的そして存在論的に
　再び漢詩を読む
　則天去私
　作家と作品を串刺しにする
　その後の「明暗」
　長い講義の終わりに

夏目漱石年譜
　



